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（プログラムの構成） 

取組方向１：児童生徒の社会的自立に向けて 

（県の取組） 
（１）児童生徒が発達段階に応じた勤労観、職業観を早期に身に付け、自立した社会人
として人生設計し、積極的に社会参加できるようにするため、地域の多様な主体と
連携したキャリア教育の充実をはかります。 

 
（県が他の主体に参画を期待する取組） 
● 家庭や地域は、健全な子どもを育成するため、社会体験等の機会を提供します。 
 

取組方向２：若年無業者（学卒無業者、中途退学者等）の社会参加に向けて 

（県の取組） 
（１）さまざまな課題を抱え、自立が困難な若年者を包括的に支援する体制を整備し、
関係者間でネットワークを構築するなど、関係機関が連携して適切な相談・支援を
スムーズに行うためのしくみを構築します。 

（２）若年者一人ひとりに応じた継続的な支援が地域において行われるように、市町に
対して若年者の包括的な支援体制の整備について働きかけを行います。 

（３）就労に向けて社会体験や就労体験が必要な若年者に対して、ＮＰＯ等の多様な主
体と連携して、体験機会の提供を行います。 

（４）若年無業者の中には、ひきこもりの状態にある若年者も含まれていることから、
若年者のひきこもりの未然防止、ひきこもり状態の長期化を防ぐために、相談体制
を充実させるとともに、当事者や保護者等が行う自立への取組を支援します。 

 
（県が他の主体に参画を期待する取組） 
● ＮＰＯは、青少年の居場所や社会体験の場の提供、支援ネットワークの運営、ニ
ートの状態にある若年者向けの職業教育に取り組みます。 
● 若年者に関わる地域の関係者や関係団体は、課題を抱えた若年者に対して適切な
情報提供を行います。 
● 市町は、地域における若年者の包括的な支援体制の整備に取り組みます。 

 

取組方向３：若者の早期就職支援に向けて 

（県の取組） 
（１）国等の関係機関と連携し、雇用関係情報の提供、職業相談、キャリアカウンセリ
ングから職業紹介までの総合的なサービスをワンストップで提供することにより、
若年者の早期の就職を支援します。 

（２）農林漁業への就業に関心を持っている若年者に対し、職業カウンセリングや先輩
就業者の就業現場の見学等を行い、職業観や就業意識の醸成を促進し、就職につな
げるように支援します。 
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（県が他の主体に参画を期待する取組） 
● 市町は、キャリア相談に応じるとともに、若年者の自立支援に関する広報等を行
います。 
● 農林漁業事業者は、現場見学等の機会を提供します。 
● 国等の関係機関は、県と連携した就職支援策を実施します。 

 

取組方向４：産業を担う人材育成と雇用のミスマッチの解消に向けて 

（県の取組） 
（１）若年者に対して、適性診断、就職に必要な基礎的能力を身に付けるための講座、
キャリアカウンセリング、インターンシップなどの一貫した就職支援を行います。 

（２）学校や企業、経済団体等と連携し、企業の求める人材を育成するしくみを構築し
ます。 

（３）学校、企業、経済団体、労働団体等と連携し、若年者の早期離職防止に向けて、
調査研究を実施するとともに、高校生への労働関係法等に関する情報提供に取り組
みます。 

 
（県が他の主体に参画を期待する取組） 
● 企業が、人材ニーズや人材育成のノウハウを教育現場、市町や県の雇用対策部局
等に提供します。 
● 学校等が、企業や事業者、経済団体、労働団体等からの情報を児童生徒に提供し
ます。 
● 企業や事業者、経済団体が、インターンシップの受入れに協力します。 
● 企業や事業者、経済団体、労働団体等が、若年者の早期離職防止に向けた取組を
主体的に実施します。 

 
(※注１)：ニート（NEET）：Not in Education,Employment or Trainingの略。就学、就労、職業訓練のい

ずれも行っていない若年者 

 
 




